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自己紹介

○能崎 克行
○富士通株式会社 
ソーシャルソリューション事業本部
Healthy Living 
Digital Health事業部 

○健康データ利活用サービスの開発
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本講演の内容

HL7 FHIR実装ガイドをどのようにして作成するかを解説
○FHIR実装ガイドの活用例
○FHIR実装ガイドを作ると何ができるのか？

○実装ガイドの構成
○実装ガイドには何が書かれているか？

○実装ガイドの実装方法
○何を実装すれば実装ガイドを作成できるか？

○実装ガイドのコンパイルの流れ
○どのような仕組み、手順で実装ガイドができるか？

© 2023 Fujitsu Limited3



FHIR実装ガイドの活用例
FHIR実装ガイドを作ると何ができるのか？
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FHIRの活用例①

○ 新型コロナワクチン接種証明書アプリ
○ SMART Health Cardを採用
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ワクチン接種内容
(FHIRデータ)

発行者(自治体)の
証明書

SMART Health Card
(QRコード)

SMART Health Card FHIR実装ガイド

http://hl7.org/fhir/uv/shc-vaccination/2021Sep/

実装ガイドが公開されているため
QRコード読み込みアプリの

開発が可能
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FHIRの活用例②
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PHR、EHRのデータを利活用するプラットフォームにFHIRを採用
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FHIR実装ガイドの位置づけ
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HL7 FHIR

JP Core

US Core

処方情報HL7 FHIR記述仕様

健康診断結果報告書HL7 FHIR記述仕様

Argonautデータクエリ実装ガイド

日本の中核的な実装ガイド(日本固有のコード等を定義)

退院時サマリーHL7 FHIR記述仕様

FHIR基本仕様

Blue Button実装ガイド

米国の中核的な実装ガイド

厚生労働省標準規格

Healthy Living Platform実装ガイド

診療情報提供書HL7 FHIR記述仕様

JP Core 実装ガイドを継承してプラットフォームの実装ガイドを作成
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FHIR実装ガイドでできること①仕様書の公開
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サービスのポータル画面から実装ガイドを確認可能
データの利用者に向けて仕様を公開
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FHIR実装ガイドでできること②データバリデーション

バリデーションツールを利用することで、内容をチェック可能
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区分 チェック内容

構造 リソース内のすべての要素がリソースタイプの仕様上に存在するか

カーディナリティ 要素の出現回数(最小と最大)が正しいか

型 値の型が正しいか

コード系 コード・表示名が有効か

制約 値が付与された制約に合致しているか

プロファイル リソース内のすべての要素・値がプロファイルの仕様に合致するか
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"category": [
{

"coding": [
{

“system”: “http://terminology.・・・",
"code": "vital-signs",

}
]

}
],
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サービスで使用しているデータが正しいものかどうか検証
開発中、運用中にデータの品質をチェック

Error @ Observation.category[0].coding[0] (line 18, col18): Observation.category:VSCat.coding.display: minimum required 
= 1, but only found 0 (from http://ig.fujitsu.com/healthy-living/StructureDefinition/fujitsu-observation-
bodytemperature|1.1.0)

java -jar validator_cli.jar ./resources -version 4.0.1 -recurse -ig ./ig -tx https://tx.jpfhir.jp:8081

バリデーション対象データ実装ガイドの定義

実行結果

バリデーション実行コマンド

display要素を必須と定義
データにはdisplay要素が存在しない

display要素がないためエラーを検出

FHIR実装ガイドでできること②バリデーションの例
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FHIR実装ガイドでできること③定義の利用
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実装ガイド

リソース
生成部

データ
加工部 デリバリ部 FHIR

サーバ

ETL定義 ConceptMap

類語辞書医療機関
マスタ

院内 クラウドFHIR変換
フレームワーク

CodeSystem

CodeSystemプロファイル

コードの名称を
引き当て

ローカルコードから
標準コードに変換

変
換
定
義
作
成

変
換
処
理

参
照
情
報

定義に従って電子
カルテのデータを
FHIRの構造に変換

FHIRサーバにインポートできる形式で
複数のリソースをバンドル化

機能
データ
ファイル
処理呼出
データ参照
データの流れ

ローカルコードの名称と標準コードの名称を
対応づける同意語を登録
例えば、日本語/英語/英略語、漢字かな、など

病院の導入結果から検出した同意語を随時追加

FHIRリソースの要素と
電子カルテの項目の
マッピングを定義

コード変換表
CodeSystem、医療機関マスタ、類語辞書からローカ
ルコードと標準コードのマッピングの候補を自動生成
自動的にマッピングできなかったコードを手作業で修
正してConceptMapに変換

FHIR
リソース

医療
データ

FHIR
リソース

FHIR
リソース

FHIR実装ガイドの定義を基にEHRのデータ構造をFHIR形式に変換
仕様と同等な実装を担保
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FHIR実装ガイドの構成
実装ガイドには何が書かれているか？
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HL7 FHIR JP Core 実装ガイドの位置づけ
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HL7 FHIR

JP Core

US Core

処方情報HL7 FHIR記述仕様

健康診断結果報告書HL7 FHIR記述仕様

Argonautデータクエリ実装ガイド

日本の中核的な実装ガイド(日本固有のコード等を定義)

各ベンダのサービス、製品の実装ガイド

退院時サマリーHL7 FHIR記述仕様

FHIR基本仕様

Blue Button実装ガイド

米国の中核的な実装ガイド

厚生労働省標準規格

各ベンダのFHIR仕様

JP Core 実装ガイドは日本のFHIR実装の根幹

診療情報提供書HL7 FHIR記述仕様
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FHIR実装ガイドの構成 – ガイダンス

実装ガイドの説明を記載
記載内容の一例
○実装ガイドの概要

JP Coreの紹介
○仕様やルールの説明

欠損値の扱い方、文字コード、検索方
法などを記載

○注意事項
用語のライセンス、責任の制限など記
載
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ガイダンスにはFHIRのデータを扱う上の必要事項を説明
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FHIR実装ガイドの構成 – プロファイル

○プロファイルとは
FHIR基本仕様(リソース)に追加の定
義をしたもの

○プロファイルページ
○プロファイルの説明
○プロファイルが扱うスコープ
○想定されるシナリオ

○プロファイルのデータ構造説明
○要素名
○カーディナリティ(要素の出現回数)
○要素の説明文
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プロファイルには扱うデータの構造を説明
データ利用者はこのプロファイルを参照し実装
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プロファイルがなぜ必要か

FHIR標準のリソースは様々な用途を想定しているため、定義が緩く
なっている
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Observation FHIRリソース(基本仕様)
検査結果に使用するObservationの

codeがLOINCが例としてあるが
検体検査結果にはJLAC10を使いたい

FHIR標準のリソースそのままでは使えない
用途に応じて仕様を決めるプロファイルの作成が必要

Coding 型(基本仕様)

使用しない項目は削除したい

codeやdisplayは必須にしたい
(0..1では要素が存在しなくてもよい)
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プロファイルの考え方
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Observation

JP Core Observation 
Common Profile

JP Core Observation 
LabResult Profile

Fujitsu Observation 
Activity Profile

Fujitsu Observation 
LabResult Profile

親のリソースやプロファイルの制約を継承 ⇒ 親の規約に準拠
子のプロファイルで制約を追加 ⇒ プロファイル目的に沿った仕様に変更

FHIRリソース(基本仕様)

JP Coreで定めた
検査共通のプロファイル

JP Coreで定めた
検体検査結果のプロファイル

プラットフォームで定めた
アクティビティのプロファイル

プラットフォームで定めた
検体検査結果のプロファイル

継承

継承

継承

継承

日本の共通項目を定義

日本の検体検査結果に
絞った要件を定義

日本の共通項目を元にPHRの
アクティビティ情報を定義

日本の検体検査結果を元に
サービスに必要な要件を定義
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プロファイルの継承例
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JP Core Observation 
Common Profile

JP Core Observation 
LabResult Profile

Fujitsu Observation 
LabResult Profile

日本語説明を追加

継承
継承

使用するコードの
推奨(preferred)

を定義

使用するコードを
必須(required)に

変更

要素の出現を必須に変更 使用しない要素は削除
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FHIR実装ガイドの構成 – ターミノロジ

○CodeSystem
使用できるコードの一覧を定義

○ValueSet
プロファイルで使用できるコードを
CodeSystemから選択して定義
複数のCodeSystemを含めたり、
CodeSystemをフィルタしたりプロ
ファイルの用途に応じ柔軟な一覧が作
成可能
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使用できる用語も実装ガイドで定義し、プログラムで使用可能
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FHIR実装ガイドの実装方法
何を実装すれば実装ガイドを作成できるか？
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実装ガイド作成の全体像
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IG Publisher

ImplementationGuide
実装ガイド、仕様の説明

IG登録
FHIRサーバ

StructureDefinition
プロファイルの構造定義

CapabilityStatement
機能定義

ValueSet
使用するコードの定義

CodeSystem
コード体系

SearchParameter
検索のパラメータ説明

構造化された定義を作成し、IG Publisher(標準ツール)で実装ガイドを生成

ツール (Forgeなど)
実装ガイドに必要な
FHIRリソース一式を
作成する

sushi
コマンド

fsh
fsh
ファイル

fsh
md
ファイル

html形式の実装ガイドを生成

fshファイルから実装
ガイドに必要な定義
を生成

FHIRサーバに登録して
Validationなどで利用
することが可能

プログラムが読み込めるパッ
ケージファイルを生成

jsonファイル 21



ガイダンスの実装方法

○Markdown記法で作成
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簡単なルールに従い記述することで、整形されたHTMLが生成可能
22



Markdownの記述例
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これを覚えるだけで大半の記載が可能

見出し
#で記述
#の数で見出しの深さが決まる

順序ありリスト
1. 2. …で記述

リンク
[]にリンクの表示文字、
()にリンク先のURLを記述

順序なしリスト
- または、* で記述

表
| と – の組み合わせで記述

23



プロファイルの実装方法
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プロファイルは説明箇所と構造定義を組み合わせて生成

プロファイル構造
⇒ FHIRの定義に特化したFSH言語で記述

説明パート
⇒ ガイダンスと同様Markdown記法で記述
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FSHファイル 実装ガイド

FSHの記述と実装ガイドの出力の関係
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簡単なルールに従い記述することで、仕様を定義
25



FSHファイル 実装ガイド

FSHで実装するときのポイント
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FSHで記載する内容は親プロファイルからの差分
親の構造を理解した上で定義が必要

codingとtextが両方とも「1..」で定義
要素の出現回数の最大値は親プロファ
イルの値が採用される

生成された実装ガイドでは
codingは「1..*」、textは「1..1」と
要素が出現する最大数が異なる
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実装ガイドのコンパイルの流れ
どのような仕組み、手順で実装ガイドができるか？
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実装ガイドの生成(コンパイル)

○IG Publisher と SUSHIを使用したコンパイル
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FSH

SUSHI
コンパイラ

HL7 
Implementation 
Guide Publisher

Implementation Guide Data
(StructureDefinition, ValueSet,
CodeSystem)

実装ガイド

パッケージファイル仕様記述

プロファイル
(StructureDefinition)

FSH
用語

(ValueSet,
CodeSystem)

作成

コンパイルはコマンド1つで実行

コマンドプロンプトで以下のコマンドを実行(Windowsの場合)

※macOS、Linuxもシェルスクリプトで同等の操作が可能
_genonce.bat 
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実装ガイドの確認
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実装ガイドはブラウザで表示

ダブルクリック

コンパイルで生成されたファイルは
outputフォルダに出力
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コンパイル結果 - SUSHI
コンパイルした際に、SUSHIの結果が表示

エラーがある場合は、エラーの詳細も出力
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エラーがある場合、
コンパイルが中断

詳細には、エラー内容、エラーが
発生したファイル名、行数が表示

SUSHIで構造のチェックが可能
このチェックが通らない限りコンパイルできない
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コンパイル結果 - IG Publisher
実装ガイドのフッタから実装ガイドのバリデーション結果を表示
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実装ガイドにバリデーション結果が付属
実装ガイドの品質を確認可能

31



QA Reportのエラー確認

QA Reportから、バリデーション結果のサマリと詳細を参照
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IG Publisherではコードの検証などSUSHIで検知できない検証が可能
エラーをなくし品質向上

バリデーションの結果
エラー、ワーニングなどの件数が出力

どのファイルで何件エラーがあるか確認

エラーの詳細を確認
して対処を行う
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Thank you
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